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議
案
第
１
号

三
宅
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
人
事
院
勧
告
並
び
に
国
制
度
に

準
じ
て
、
三
宅
村
職
員
及
び
任
期

付
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号

三
宅
村
長
等
の
給
料
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
三
宅
村

長
等
の
給
料
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号

三
宅
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
三
宅
村

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

三
宅
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
料
及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条

議
案
第
６
号

三
宅
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る

に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
制
定
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号

三
宅
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余

金
の
処
分
等
に
関
す
る
条
例

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る

に
伴
い
、
剰
余
金
の
処
分
等
に
関

す
る
事
項
を
制
定
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

議
案
第
８
号

三
宅
村
簡
易
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等
を

適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定

等
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
条
例
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

議
案
第
９
号

令
和
５
年
度
三
宅
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
３
７
８
１
万
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
４７
億
７
９
６
万
６

千
円
と
な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
情
報
通
信
基
盤

施
設
管
理
や
、
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
事
業

等
の
増
減
額
補
正
で
す
。

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
三
宅
村

教
育
委
員
会
委
員
長
の
給
料
及
び

旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号

三
宅
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
出
産
す
る
予
定
又
は
出
産
し

た
被
保
険
者
に
係
る
国
民
健
康
保

険
税
を
減
額
す
る
た
め
の
一
部
改

正
で
す
。

議
案
第
１０
号

令
和
５
年
度
三
宅
村
国
民
健
康

保
険
（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
５
６
５
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
４
億
７
４
５
４
万
２
千

円
と
な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
一
般
被
保
険
者

療
養
事
業
等
の
増
額
補
正
で
す
。

議
案
第
１１
号

令
和
５
年
度
三
宅
村
国
民
健
康

保
険
（
直
営
診
療
施
設
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
増
減
は
な
く
、
総
額
４
億
２

８
４
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
施
設
管
理
費
や

医
療
用
消
耗
器
具
等
の
補
正
で

す
。議

案
第
１２
号

令
和
５
年
度
三
宅
村
介
護
保
険

（
保
険
事
業
勘
定
）
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
８
０
２
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
３
億
３
７
３
８
万
円
と

な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
介
護
報
酬
改
定

等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
等

に
よ
る
増
額
補
正
で
す
。

議
案
第
１３
号

令
和
５
年
度
三
宅
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
２
５
６
３
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
３
億
６
７
９
５
万
２
千
円

と
な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
膜
ろ
過
施
設
ろ

材
交
換
業
務
委
託
や
水
道
監
視
機

器
類
等
（
台
風
被
害
）
修
繕
工
事

費
等
に
よ
る
増
額
補
正
で
す
。

議
案
第
１４
号

令
和
５
年
度
三
宅
村
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
増
額

補
正
で
す
。

議
案
第
１５
号

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

事
務
効
率
化
を
図
る
た
め
東
京

都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
共

同
処
理
す
る
変
更
及
び
、
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
で
す
。

令
和
５
年
第
４
回
三
宅
村
議
会
定
例
会

（
会
期
：
12
月
６
日
～
７
日
）

で
審
議
さ
れ
た
議
案
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認
定
第
１
号

令
和
４
年
度
三
宅
村
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

⑴
令
和
４
年
度
三
宅
村
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

⑵
令
和
４
年
度
三
宅
村
国
民
健
康

保
険
（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

⑶
令
和
４
年
度
三
宅
村
国
民
健
康

保
険
（
直
営
診
療
施
設
勘
定
）

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

⑷
令
和
４
年
度
三
宅
村
介
護
保
険

（
保
険
事
業
勘
定
）
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

⑸
令
和
４
年
度
三
宅
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

⑹
令
和
４
年
度
三
宅
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算令
和
４
年
度
の
各
会
計
の
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
決
算
】

歳
入
総
額
４３
億
６
６
３
３
万
２

０
３
８
円
、
歳
出
総
額
４１
億
９
２

０
２
万
３
８
１
７
円
。

【
特
別
会
計
決
算
】

〇
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

歳
入
総
額
４
億
２
１
４
９
万
７

９
２
５
円
。
歳
出
総
額
４
億
５
９

０
万
２
５
６
１
円
。

〇
国
民
健
康
保
険
（
直
営
診
療
施

設
勘
定
）

歳
入
総
額
３
億
５
５
６
７
万
２

５
４
５
円
、
歳
出
総
額
３
億
４
４

９
９
万
７
８
２
２
円
。

〇
介
護
保
険
（
保
険
事
業
勘
定
）

歳
入
総
額
３
億
２
９
９
３
万
９

７
９
１
円
、
歳
出
総
額
３
億
１
１

４
０
万
６
５
６
６
円
。

〇
簡
易
水
道

歳
入
総
額
３
億
２
８
２
３
万
５

２
３
７
円
、
歳
出
総
額
３
億
２
６

７
０
万
４
０
９
２
円
。

〇
後
期
高
齢
者
医
療

歳
入
総
額
９
０
０
９
万
２
９
９

１
円
、
歳
出
総
額
８
６
７
１
万
７

７
９
６
円
。

同
意
第
１
号
～
３
号

三
宅
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

左
記
の
３
名
の
方
が
三
宅
村
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
浅
沼　

美
幸
氏

・
山
田　

昭
彦
氏

・
小
山　

直
正
氏

同
意
第
４
号

三
宅
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
左
記
の
方
が
三
宅
村
監
査
委
員

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
髙
松　

良
員
氏

同
意
第
５
号

三
宅
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

左
記
の
方
が
三
宅
村
教
育
委
員

会
教
育
長
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
中
村　

敏
郎
氏

大路池

坪田漁港
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議
案
番
号

議　　　案　　　名

審議の賛否
議
決
結
果

石
井
　
　
肇

曽
我
部
宏
一

北
川
　
博
史

佐
久
間
正
文

沖
山
　
　
肇

木
村
　
靖
江

平
川
　
大
作

議案第１号 三宅村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２号 三宅村長等の給料等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第３号 三宅村議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第４号 三宅村教育委員会教育長の給料及び旅費等に関する条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第５号 三宅村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第６号 三宅村簡易水道事業の設置等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第７号 三宅村簡易水道事業の剰余金の処分等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第８号 三宅村簡易水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適用することに
伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第９号 令和５年度三宅村一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第10号 令和５年度三宅村国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第11号 令和５年度三宅村国民健康保険（直営診療施設勘定）特別会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第12号 令和５年度三宅村介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第13号 令和５年度三宅村簡易水道特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第14号 令和５年度三宅村旅客自動車運送事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第15号 東京都島嶼町村一部事務組合の共同処理する事務の変更及び東京都島
嶼町村一部事務組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

認定第１号

令和４年度三宅村一般会計及び特別会計決算の認定について
⑴令和４年度三宅村一般会計歳入歳出決算
⑵令和４年度三宅村国民健康保険（事業勘定）特別会計歳入歳出決算
⑶�令和４年度三宅村国民健康保険（直営診療施設勘定）特別会計歳入
歳出決算
⑷令和４年度三宅村介護保険（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決算
⑸令和４年度三宅村簡易水道特別会計歳入歳出決算
⑹令和４年度三宅村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

同意第１号 三宅村固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

同意第２号 三宅村固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

同意第３号 三宅村固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

同意第４号 三宅村監査委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

同意第５号 三宅村教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

令和５年第４回三宅村議会定例会　議決結果

※表中の記号：○…賛成　×…反対　 -…欠席 
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平
川
　
大
作議

員

問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て

今
後
補
修
工
事
が
必
要
と
考
え

る
が
、
村
と
し
て
は
ど
う
考
え
臨

ま
れ
る
か
、
現
状
停
電
時
に
お
い

て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
作
動
す
る

の
か
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

答	

福
祉
健
康
課
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
外

壁
・
軒
裏
補
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
現
在
法
人
と
し
て
活
用
可
能

な
補
助
制
度
の
調
査
や
他
の
優
先

的
な
施
設
工
事
を
含
め
協
議
中
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
法
人
と
共
に

施
設
の
安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
現
状
停
電
時
に

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
作
動
す
る
と

法
人
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
島
で
重
要
な
施
設
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
法

人
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

再

離
島
振
興
法
の
利
用
や
補
助

制
度
が
あ
る
か
な
い
か
の
確

認
な
ど
を
法
人
の
ほ
う
に
連
絡
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
補
助
、

制
度
を
行
政
も
模
索
し
て
い
た
だ

い
て
、
常
に
法
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
一
日
も
早
い

打
開
策
を
求
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
状
は
そ
れ
だ
け
切
迫
し
て

い
ま
す
。
無
理
を
し
て
工
事
費
を

捻
出
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
、
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
な
る
努
力
を
要
望
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	

福
祉
健
康
課
長

さ
ら
な
る
補
助
制
度
の
活
用
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
私

ど
も
も
補
助
制
度
に
関
し
て
は
随

時
情
報
に
つ
い
て
模
索
し
て
お
り

ま
し
て
、
そ
の
情
報
に
つ
い
て
は

随
時
施
設
側
に
も
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く

て
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
協
議
も

図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
法
人
側
と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

再

補
助
の
活
用
も
本
当
に
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

原
状
を
回
復
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
私
は
安
心
で
き
ま
す
。
さ
ら

な
る
努
力
と
尽
力
を
要
望
い
た
し

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
か
。

答	

村
長

議
員
の
お
言
葉
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。

三
宅
村
は
脆
弱
な
村
だ
か
ら
こ

そ
、
補
助
に
つ
い
て
は
何
か
問
題

が
起
き
た
と
き
は
、
一
番
先
に
単

費
で
や
る
と
い
う
こ
と
は
計
画
が

大
き
く
な
る
と
大
変
な
ん
で
す
よ

ね
。
で
す
か
ら
何
か
補
助
が
な
い

か
、
ど
こ
か
ら
何
か
と
い
う
と
こ

ろ
を
探
っ
て
、
そ
れ
で
や
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
担
当
課
で
は

模
索
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

の
努
力
は
認
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

問

カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

新
し
い
捕
獲
小
屋
は
い
つ
で
き

る
の
か
、
古
い
捕
獲
箱
の
現
状
と

現
在
ま
で
の
カ
ラ
ス
の
捕
獲
数
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答	

観
光
産
業
課
長

カ
ラ
ス
被
害
の
現
状
で
す
が
、

担
当
職
員
が
農
家
と
接
す
る
機
会

が
多
い
で
す
が
、
カ
ラ
ス
被
害
に

つ
い
て
の
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
質
問
の
カ
ラ
ス
の
新
し
い
捕

獲
小
屋
で
す
が
、
本
事
業
に
つ
い

て
受
託
で
き
る
島
内
の
民
間
事
業

者
と
既
存
の
捕
獲
小
屋
の
補
修
や

新
た
な
捕
獲
小
屋
の
設
置
な
ど
、

事
業
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
最
終

的
な
調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

事
業
は
受
託
事
業
者
に
よ
る
わ
な

猟
狩
猟
資
格
の
取
得
次
第
、
開
始

で
き
る
見
込
み
で
す
。
現
在
、
阿

古
漁
港
の
漁
協
冷
蔵
庫
横
に
設
置

し
て
い
る
捕
獲
箱
で
す
が
、
本
年

３
月
末
に
同
じ
仕
様
で
更
新
を
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
捕
獲
用
の
餌
で
す
が
、

三
宅
島
漁
業
協
同
組
合
の
ご
協
力

に
よ
り
、
水
揚
げ
し
た
魚
の
廃
棄

部
分
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
餌
の

不
足
が
な
い
よ
う
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ラ
ス
の
捕
獲
数
で
す

が
、
平
成
２５
年
か
ら
開
始
し
、
直

近
の
３
年
間
で
令
和
２
年
度
４４

羽
、
令
和
３
年
度
２１
羽
、
令
和
４

年
度
２３
羽
捕
獲
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
１１
月
末
現
在
で
１２
羽
の

捕
獲
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
７
１
３
羽
捕
獲
し
て
い
る

状
況
で
す
。

再

事
業
者
と
の
交
渉
は
い
つ
で

き
る
ん
で
す
か
。
い
つ
で
き

る
か
明
言
し
て
く
だ
さ
い
。
今
、

資
格
所
有
者
も
村
役
場
に
は
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
担
当
を
置
い
て

も
う
少
し
本
腰
を
入
れ
て
カ
ラ
ス

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
対
応
で
き
ま
す
か
、
で
き

ま
せ
ん
か
。
も
う
今
日
は
率
直
に

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答	

観
光
産
業
課
長

カ
ラ
ス
の
事
業
の
開
始
の
時
期

に
つ
い
て
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
受
託
で
き
る
島
内
の
民
間
事

業
者
と
最
終
的
な
調
整
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

わ
な
猟
の
狩
猟
資
格
の
取
得
を
業

者
の
方
が
持
っ
て
い
な
い
と
、
カ

～
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
～

村
政
を
問
う
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ラ
ス
の
狩
猟
の
ほ
う
が
で
き
な
い

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
資
格
取
得
次
第
開
始
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
ご
了
承
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

再

行
政
が
資
格
を
取
っ
た
の
は

ど
う
い
う
理
由
を
も
っ
て
資

格
を
取
っ
た
ん
で
す
か
。
何
の
た

め
の
ラ
イ
セ
ン
ス
な
の
か
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答	

観
光
産
業
課
長

職
員
の
資
格
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
阿
古
漁
港
、
三
宅
島
の

漁
協
の
冷
蔵
庫
横
に
設
置
し
て
お

り
ま
す
捕
獲
箱
に
か
か
っ
た
カ
ラ

ス
の
そ
の
後
の
管
理
の
都
合
上
、

職
員
が
資
格
を
取
っ
て
い
ま
す
。

再

最
終
的
な
処
分
を
含
め
て
最

初
か
ら
最
後
ま
で
担
当
は
で

き
な
い
か
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	

観
光
産
業
課
長

職
員
を
島
内
の
カ
ラ
ス
の
捕
獲

に
関
し
て
、
わ
な
猟
の
資
格
を
利

用
し
て
拡
大
で
面
倒
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
う
ち
の
職
員
も
カ
ラ
ス
だ
け

の
職
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ほ
か
の
業
務
も
し
て
お
り
ま
す
。

漁
協
の
横
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
小
屋
の
ほ
う
に
入
っ
た
と
き

に
、
漁
協
の
ほ
う
か
ら
も
ご
連
絡

を
い
た
だ
い
た
り
で
す
と
か
、
わ

れ
わ
れ
が
見
回
っ
た
と
き
に
カ
ラ

ス
が
い
た
と
き
は
適
正
に
管
理
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
を

島
内
各
所
に
と
な
る
と
、
ま
た
大

変
な
こ
と
と
い
う
か
、
業
務
も
多

忙
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う

こ
と
も
考
え
て
今
回
事
業
を
委
託

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

答	

副
村
長

委
託
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

今
の
事
業
拡
大
の
た
め
の
委
託
で

す
。
委
託
し
て
、
そ
の
事
業
者
が

全
て
を
完
結
で
き
る
と
。
そ
う
す

る
と
、
事
業
者
の
能
力
に
よ
っ
て

は
幾
つ
も
そ
れ
を
つ
く
っ
て
日
々

管
理
で
き
る
。
委
託
料
と
し
て
そ

の
金
を
わ
れ
わ
れ
が
払
え
ば
い
い

わ
け
で
す
。
役
場
の
職
員
だ
け
で

は
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
、
今
委
託
の
作
業
を
進
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
で
す

か
ら
、
い
ま
し
ば
ら
く
資
格
を
獲

得
す
る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

問

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
燃
料
等

の
補
助
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
は
国
か
ら
リ
ッ
タ
ー

３５
円
の
補
助
が
あ
る
が
、
現
在
東

京
都
は
ガ
ソ
リ
ン
等
の
補
助
を
さ

れ
て
い
る
の
か
、
東
京
都
が
補
助

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
東

京
都
に
対
し
補
助
を
要
請
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
東
京
都
が

運
賃
補
助
さ
れ
て
い
る
が
、
補
助

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

答	

企
画
財
政
課
長

議
員
ご
質
問
の
中
に
も
あ
り
ま

す
と
お
り
、
国
で
は
離
島
に
お
け

る
ガ
ソ
リ
ン
の
流
通
コ
ス
ト
対
策

事
業
と
し
て
、
輸
送
形
態
と
本
土

か
ら
の
距
離
に
応
じ
た
補
助
単
価

を
設
定
し
、
離
島
に
お
け
る
ガ
ソ

リ
ン
の
追
加
的
な
輸
送
コ
ス
ト
相

当
分
の
補
助
を
行
う
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
土
と
比
べ
て
割
高
な
離
島
の

ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
つ
い
て
は
、
本

村
だ
け
で
は
な
く
全
国
的
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
町
村
会
お
よ
び
東
京
都
町

村
議
会
議
長
会
で
は
、
東
京
都
予

算
編
成
に
対
す
る
要
望
に
お
い

て
、
東
京
都
と
し
て
も
国
に
対
し

離
島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ
ス
ト
支
援

事
業
の
継
続
、
拡
充
お
よ
び
軽

油
、
灯
油
等
燃
油
類
へ
の
新
た
な

支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
強
く

要
請
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
独

自
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
新
た
に

創
設
す
る
こ
と
を
、
昨
年
度
に
続

き
今
年
度
も
継
続
的
に
要
望
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
離
島
振
興
対

策
協
議
会
と
共
に
離
島
振
興
関
係

事
業
予
算
の
確
保
に
関
す
る
要
望

に
お
い
て
、
国
に
対
し
離
島
ガ
ソ

リ
ン
流
通
コ
ス
ト
対
策
事
業
費
の

確
保
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
２
点
目
に
ご
質
問
の
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
を
補
助
対
象
貨
物
と

し
た
伊
豆
諸
島
海
上
貨
物
運
賃
補

助
の
補
助
率
に
つ
き
ま
し
て
は
１

０
０
％
で
す
。

再

安
く
す
る
た
め
の
補
助
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
人
件
費
に

消
え
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
今

回
東
京
都
に
行
っ
た
と
き
に
追
跡

調
査
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
は
話

し
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
と
も
今
後
と
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	

企
画
財
政
課
長

東
京
都
町
村
会
お
よ
び
東
京
都

町
村
議
会
議
長
会
、
さ
ら
に
は
全

国
離
島
振
興
協
議
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
離
島
振
興
対
策
協
議
会
と

共
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
要
望
内
容
が
実
現
す
る
こ

と
を
目
標
に
引
き
続
き
要
望
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

北
川
　
博
史議

員

問

こ
れ
ま
で
の
定
例
会
に
お

け
る
一
般
質
問
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状

況
に
つ
い
て

昨
年
第
１
回
の
定
例
会
で
、
都

営
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
の
質

問
と
第
２
回
の
定
例
会
に
て
携
帯

電
話
の
不
感
地
域
に
つ
い
て
の
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
つ
目
の
都
営
キ
ャ
ン
プ
場
で

す
が
、
観
光
産
業
課
長
か
ら
場
所

や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
な
ど
具
体

的
な
回
答
を
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
関
連
機
関
と
調
整
を
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
１
年
経
過

し
た
現
在
で
も
何
も
変
化
等
が
見

受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
今
現
在
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
つ
目
の
携
帯
電
話
不
感
地
域

に
つ
い
て
で
す
が
、
質
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
際
に
企
画
財
政
課
長

か
ら
、
現
在
村
で
は
不
感
地
域
の
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解
消
に
向
け
、離
島
や
過
疎
地
、地

理
的
に
条
件
不
利
な
地
域
の
携
帯

電
話
エ
リ
ア
整
備
を
目
的
と
し
た

基
地
局
施
設
整
備
に
対
す
る
国
の

補
助
事
業
を
活
用
す
る
た
め
、
事

業
実
施
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
現
在

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
そ
の

進
捗
状
況
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答	

観
光
産
業
課
長

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
の

都
営
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
ご
質

問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

村
で
は
三
宅
島
キ
ャ
ン
プ
場
基

本
計
画
策
定
業
務
委
託
事
業
に
お

い
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と

館
の
村
有
地
内
に
キ
ャ
ン
プ
場
の

施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
作
成
し

て
お
り
ま
す
。

計
画
の
内
容
は
、
一
般
的
な
キ

ャ
ン
プ
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
に

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の
併
設
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
も
楽
し
め
る
と

い
っ
た
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、

村
民
も
休
日
に
利
用
し
た
く
な
る

施
設
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
、
村
内
部

や
三
宅
支
庁
な
ど
関
係
機
関
と
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
要
望
内
容
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
調
整
し
、
事
業
実
施

に
向
け
て
東
京
都
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

答	

企
画
財
政
課
長

こ
れ
ま
で
の
定
例
会
に
お
け
る

一
般
質
問
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
ご
質
問
い
た
だ
き
ま
し
た
携

帯
電
話
不
感
地
域
解
消
に
つ
い
て

の
現
在
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
携

帯
電
話
不
感
地
域
に
関
わ
る
基
地

局
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
に
お
い
て
事
業
実
施
前
の

電
波
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
通

信
事
業
者
４
社
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
し
、
公
共
施
設
等
に
お

け
る
通
信
状
況
調
査
お
よ
び
車
両

走
行
に
よ
る
電
波
強
度
等
の
測
定

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
官
公
庁
や
公
民

館
、
港
、
空
港
な
ど
公
共
施
設
で

の
圏
外
は
確
認
さ
れ
ず
、
車
両
走

行
に
よ
る
測
定
調
査
に
お
い
て

も
、
都
道
お
よ
び
一
部
村
道
に
つ

い
て
９４
・
５
％
の
地
点
で
通
信
が

確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
音
声
通

話
が
で
き
な
い
エ
リ
ア
は
ほ
ぼ
な

い
と
想
定
さ
れ
る
と
の
結
果
が
出

て
お
り
ま
す
。

９４
・
５
％
以
外
の
５
・
５
％
が

通
信
事
業
者
４
社
全
社
の
圏
外
地

点
、
い
わ
ゆ
る
不
感
地
域
と
な
り

ま
す
が
、
不
感
地
域
で
は
あ
る
も

の
の
広
域
的
で
は
な
く
、
少
し
移

動
す
れ
ば
圏
外
が
解
消
さ
れ
る
か

な
り
限
定
的
な
エ
リ
ア
で
あ
る
と

い
う
調
査
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
携
帯
電
話
不
感
地

域
に
関
わ
る
基
地
局
施
設
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
事
業
実
施
の
手
続

き
は
見
送
り
、
手
法
等
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

再

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
の
ご
答
弁

で
理
解
で
き
ま
し
た
の
で
結
構
で

ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
都
営
の
キ
ャ
ン
プ
場
に

つ
き
ま
し
て
、
前
回
ご
回
答
い
た

だ
い
た
内
容
と
同
じ
よ
う
に
私
の

中
で
は
認
識
い
た
し
ま
し
た
が
、

あ
れ
か
ら
約
２
年
経
過
し
た
わ
け

で
す
が
、
今
の
課
長
の
ご
答
弁
の

中
で
、
村
内
部
や
三
宅
支
庁
の
関

連
機
関
と
調
整
を
進
め
事
業
実
施

に
向
け
て
東
京
都
に
要
望
を
し
て

い
く
と
い
う
ご
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
実
際
今
の
回
答
で
何

を
し
て
い
た
の
か
と
。
そ
の
間
に

何
回
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
調
整
等

を
や
っ
て
い
た
だ
け
た
の
か
、
そ

れ
と
も
ま
だ
要
望
に
至
っ
て
い
な

い
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答	

観
光
産
業
課
長

三
宅
島
キ
ャ
ン
プ
場
基
本
計
画

策
定
業
務
で
作
成
し
ま
し
た
キ
ャ

ン
プ
場
の
施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を

基
に
、
村
の
内
部
で
施
設
の
規
模

感
で
す
と
か
、
あ
と
ど
う
い
っ
た

も
の
を
設
置
す
る
の
か
と
い
う
そ

う
い
っ
た
話
、
協
議
を
進
め
た
上

で
、
三
宅
支
庁
の
土
木
港
湾
課
の

ほ
う
に
担
当
が
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ち
ら
の
ほ
う
と
回
数
で
す

と
、
こ
の
話
い
た
だ
い
た
と
き
か

ら
５
回
ぐ
ら
い
は
し
て
い
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

再

か
な
り
具
体
的
な
、
前
回
の

回
答
で
の
内
容
で
し
た
の

で
、
す
ぐ
に
で
も
取
り
か
か
っ
て

い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
な

と
私
の
中
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
進
展
が
な
か
っ
た

の
で
少
し
残
念
に
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
は
く
く
り
は
違
い
ま
す
が
、

前
回
支
庁
の
ほ
う
で
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
三
池
の
キ
ャ
ン
プ

場
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
整
地
な

ど
が
で
き
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に

比
べ
て
進
み
が
遅
く
て
残
念
だ
な

と
。最

後
に
な
る
ん
で
す
が
、
完
成

予
定
は
い
つ
ぐ
ら
い
で
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
要

望
な
ど
は
行
っ
て
い
た
だ
け
る
の

か
回
答
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

答	

観
光
産
業
課
長

今
、
村
の
ほ
う
と
支
庁
の
ほ
う

と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
そ
こ
で
要
望
内
容
と
の
す

り
合
わ
せ
が
終
わ
っ
て
、
東
京
都

本
庁
の
ほ
う
に
要
望
す
る
こ
と
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

時
期
的
な
こ
と
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
明
言
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
な
る
べ
く
早
く
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

答	

村
長

三
池
園
地
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し

て
は
、
あ
れ
は
も
と
も
と
そ
こ
に

あ
っ
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
、
そ
れ
で
自
立
し
た
も
の
に
し

よ
う
、
今
ま
で
の
沖
ノ
島
の
キ
ャ

ン
プ
場
の
様
子
を
見
て
い
て
、
も

う
ち
ょ
っ
と
ま
し
な
、
そ
う
い
う

よ
う
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
新
し
い
都
営
の
ほ

う
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
違
い
な
い

ん
だ
け
れ
ど
も
、
出
ど
こ
ろ
が
違

う
か
ら
進
捗
状
況
は
違
っ
て
き
て

い
る
ん
で
す
。
向
こ
う
は
最
初
か

ら
ま
ず
着
手
し
な
き
ゃ
い
け
な
い

し
、
こ
っ
ち
は
継
続
し
て
ど
ん
ど

ん
事
業
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
れ
の
ほ
う
の
と
こ

ろ
で
ち
ょ
っ
と
足
踏
み
し
て
い
る

よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
は
理
解
し
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
よ
う
に
思
い

ま
す
。
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佐
久
間
正
文議

員

問

島
内
文
化
財
の
公
開
に
つ

い
て

江
戸
時
代
の
中
期
、
絵
師
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

絵
が
風
刺
画
と
捉
え
ら
れ
て
、
本

島
に
流
人
と
し
て
来
ま
し
た
英
一

蝶
に
関
し
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

本
島
を
愛
し
、
島
一
蝶
と
も
名

乗
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組
で
出
品
さ
れ

た
り
す
る
な
ど
、
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
の
美
術
館
な
ど
に
も
展
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
没
後
３
０
０
年
に

な
る
英
一
蝶
の
絵
画
展
が
２
０
２

４
年
９
月
に
開
催
予
定
が
あ
り
ま

す
。
本
島
と
の
深
い
関
係
を
島
外

に
広
め
る
好
機
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	

教
育
課
長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
英
一

蝶
は
江
戸
時
代
中
期
の
有
名
な
絵

師
で
す
。
江
戸
在
住
中
は
多
賀
朝

湖
と
い
う
名
で
、
絵
師
の
み
な
ら

ず
松
尾
芭
蕉
ら
と
も
交
流
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

１
６
９
８
年
、
三
宅
島
に
流
さ

れ
、
後
に
許
さ
れ
て
江
戸
に
帰
る

１２
年
間
の
間
で
多
く
の
作
品
を
描

き
、
そ
の
頃
か
ら
英
一
蝶
と
名
乗

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
配
流
中

の
作
品
は
特
に
島
一
蝶
と
呼
ば

れ
、
そ
の
絵
は
江
戸
な
ど
で
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
島

に
来
た
商
人
な
ど
は
こ
ぞ
っ
て
手

に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

三
宅
に
現
存
す
る
絵
画
は
１
点
の

み
で
、
資
料
館
に
そ
の
複
製
が
展

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
作
品

は
文
化
財
と
し
て
の
価
値
は
相
当

高
い
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、

ま
だ
指
定
文
化
財
に
は
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

英
一
蝶
の
認
知
度
を
島
内
外
に

広
め
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
第
１

段
階
と
し
て
は
三
宅
村
、
さ
ら
に

は
東
京
都
の
指
定
文
化
財
と
し
て

の
認
定
か
ら
始
め
る
こ
と
が
肝
要

か
と
考
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
東

京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
島
内
外
に
公
開
お
よ

び
発
信
し
て
い
く
方
法
も
可
能
か

と
考
え
ま
す
。

再

東
京
都
の
文
化
財
ウ
イ
ー
ク

は
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、
も

う
既
に
１１
月
の
３
日
前
後
や
ら
れ

て
い
る
と
出
て
お
り
ま
す
。
三
宅

島
に
お
き
ま
し
て
は
ご
承
知
の
と

お
り
、
英
一
蝶
の
絵
画
は
出
品
さ

れ
て
い
な
い
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
。一

方
、
御
蔵
に
は
３
点
あ
っ

て
、
一
番
多
い
の
が
新
島
に
１６
点

あ
る
と
い
う
話
は
知
っ
て
お
り
ま

す
。
実
際
に
私
自
身
も
英
一
蝶
の

本
物
の
絵
は
見
た
こ
と
な
く
て
、

コ
ピ
ー
だ
け
は
見
て
お
り
ま
す
。

か
な
り
筆
の
タ
ッ
チ
が
素
早
く
描

い
て
、
一
瞬
に
し
て
動
き
を
捉
え

る
と
い
う
、
そ
の
技
法
は
誰
に
も

ま
ね
で
き
な
い
、
一
つ
の
天
才
だ

と
思
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
彼
自
身
は
三

宅
島
に
１２
年
間
、
先
ほ
ど
言
わ
れ

ま
し
た
よ
う
に
流
さ
れ
て
き
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
流
人
と
し
て

は
割
と
優
雅
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
と
い
う
資
料
が
残
っ
て
お
り
ま

す
。
江
戸
の
ほ
う
か
ら
絵
具
を
送

っ
て
も
ら
っ
て
、
注
文
を
受
け

て
、
そ
れ
を
売
っ
て
生
活
を
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、
新
島
に
１６

点
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
新

島
が
先
ほ
ど
出
ま
し
た
多
賀
朝
湖

と
い
う
名
前
で
し
た
け
れ
ど
も
、

多
賀
朝
湖
に
依
頼
を
し
た
と
い
う

話
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

元
は
多
賀
朝
湖
と
い
う
名
前
で

島
に
い
た
ん
で
す
が
、
子
供
も
三

宅
島
に
い
た
と
い
う
話
も
聞
い
て

お
り
ま
す
。
男
の
子
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
１２
年
間
流
罪
生
活
を
し
た

後
、
１
人
連
れ
て
東
京
に
戻
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
戻
っ
た
と

き
に
船
の
中
に
蝶
々
が
１
頭
い
た

の
で
一
蝶
と
言
う
名
前
に
変
え
た

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
三
宅
島
に

い
た
と
き
に
は
多
賀
朝
湖
と
い
う

名
前
で
し
た
。

私
は
こ
の
質
問
を
何
で
し
た
い

か
と
い
い
ま
す
と
、
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
で
来
年
の
９
月
の
１８
日
か

ら
１１
月
の
１０
日
ま
で
英
一
蝶
展
を

や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

答	

教
育
課
長　

来
年
９
月
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
は
、
当
該
美
術
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
通
じ
て
確
認
を
し
て
お

り
ま
す
。

再

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
１
年

間
の
大
体
の
予
定
の
中
に

は
、
既
に
数
か
月
前
か
ら
英
一
蝶

は
９
月
と
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
宅
島
に
こ
う
い
う
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
、
教
育
的
立
場
、
観

光
的
立
場
を
含
め
、
島
外
に
広
め

る
と
て
も
大
事
な
機
会
だ
と
思
い

ま
す
。

今
か
ら
で
も
、
９
月
で
す
か
ら

間
に
合
う
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
三
宅
島
に
も
こ
う
い
う
人

が
来
て
い
ま
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
調
べ
れ
ば
す
ぐ
出
て
き
ま
す

の
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
に
掛

け
合
い
し
て
み
て
く
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

答	

教
育
長

議
員
の
今
ご
要
望
の
件
で
す
け

れ
ど
も
、
確
認
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
向
こ
う
の
ほ
う
も
そ
う
い

う
情
報
は
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
課
長
の
答
弁
に
対
し

て
、
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
可
能

か
と
、
い
ろ
ん
な
話
が
あ
り
ま
し

た
。
文
化
財
を
指
定
す
る
に
し
て

も
、
公
開
す
る
に
し
て
も
、
い
ず

れ
に
し
て
も
所
有
者
の
考
え
が
ま

ず
優
先
さ
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
こ
こ
で
一
概
に
、
は
い
大

丈
夫
で
す
、
公
開
し
ま
す
、
指
定

し
ま
す
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
。
そ
の
辺
を
ご
理
解
い
た
だ
け

る
と
い
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

曽
我
部
宏
一議

員

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に

つ
い
て

先
日
、
三
宅
中
学
校
の
文
化
祭

が
あ
り
、
１
学
年
か
ら
第
３
学
年

の
生
徒
に
よ
る
研
究
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
学
年
は
三
宅
の

食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
、
２
学
年

は
三
宅
島
の
産
業
、
３
学
年
は
三

宅
島
の
未
来
を
提
案
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
三
宅
島
の
現
状
か
ら
未
来

を
生
徒
た
ち
の
目
線
で
考
え
、
三

宅
島
を
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
１１
月
１８
日
か
ら
は
３
学

年
が
美
術
科
の
授
業
で
つ
く
っ
た

三
宅
島
の
魅
力
を
伝
え
る
紙
袋
が

三
宅
島
空
港
、
阿
古
船
客
待
合
所

に
置
か
れ
、
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
生
徒
た
ち
の
三
宅
島

を
思
う
気
持
ち
を
三
宅
の
島
内
外

に
伝
え
る
べ
く
、
ま
ず
は
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
今
回

１
学
年
の
生
徒
が
作
成
し
た
三
宅

島
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
本
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曽
我
部
宏
一議

員

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に

つ
い
て

先
日
、
三
宅
中
学
校
の
文
化
祭

が
あ
り
、
１
学
年
か
ら
第
３
学
年

の
生
徒
に
よ
る
研
究
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
学
年
は
三
宅
の

食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
、
２
学
年

は
三
宅
島
の
産
業
、
３
学
年
は
三

宅
島
の
未
来
を
提
案
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
三
宅
島
の
現
状
か
ら
未
来

を
生
徒
た
ち
の
目
線
で
考
え
、
三

宅
島
を
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
１１
月
１８
日
か
ら
は
３
学

年
が
美
術
科
の
授
業
で
つ
く
っ
た

三
宅
島
の
魅
力
を
伝
え
る
紙
袋
が

三
宅
島
空
港
、
阿
古
船
客
待
合
所

に
置
か
れ
、
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
生
徒
た
ち
の
三
宅
島

を
思
う
気
持
ち
を
三
宅
の
島
内
外

に
伝
え
る
べ
く
、
ま
ず
は
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
今
回

１
学
年
の
生
徒
が
作
成
し
た
三
宅

島
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
本

「
三
宅
島
キ
ッ
チ
ン
始
め
ま
し

た
」
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答	

教
育
課
長

中
学
１
学
年
の
三
宅
島
の
食
材

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
本
に
つ
い
て

は
、議
員
ご
質
問
の
と
お
り
、中
学

校
の
各
学
年
が
１
学
期
か
ら
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
調

査
・
研
究
し
た
も
の
を
文
化
祭
で

発
表
し
た
も
の
の
一
つ
で
す
。
中

学
校
で
は
こ
の
レ
シ
ピ
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
店
舗
を
今
募
集
し

て
お
り
、
期
間
は
１２
月
上
旬
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
募
集
期
間
終
了

い
た
し
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
も
含
め
、
最
も
効
率
的
な

方
法
に
つ
い
て
学
校
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

再

今
、
こ
の
レ
シ
ピ
本
を
島
内

に
お
け
る
店
舗
を
１２
月
４
日

ま
で
学
校
の
ほ
う
で
公
募
す
る
と

い
う
形
で
、今
日
６
日
な
の
で
、直

近
の
情
報
と
し
て
島
内
の
各
飲
食

店
な
ど
何
軒
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

て
い
る
の
か
、
そ
の
情
報
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
の
と
、
私
が
今
回

の
質
問
で
言
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
い
う
の
は
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
う
い
う

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
な
い
か
と
い
う

趣
旨
の
質
問
で
す
の
で
、
そ
こ
を

再
度
確
認
し
ま
す
。
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
べ
く
学
校
と
調

整
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

答	

教
育
課
長

ま
ず
、
店
舗
の
申
し
込
み
状
況

で
す
が
、
学
校
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
１
件
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

場
所
、
掲
載
サ
イ
ト
、
そ
こ
の
箇

所
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
ち
ら
に
つ

い
て
は
多
々
あ
る
学
習
、
教
育
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
例
え
ば
そ
こ
だ
け
抜
き
出

し
て
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

る
と
い
う
よ
り
も
、
１
学
期
か
ら

研
究
・
調
査
を
し
た
も
の
の
集
大

成
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
意

味
か
ら
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
る
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

再

今
回
の
文
化
祭
で
行
わ
れ
た

発
表
は
、
確
か
に
学
校
の
研

究
発
表
の
場
で
あ
る
と
私
も
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
三
宅

高
校
で
も
そ
う
で
す
が
、
島
の
子

供
た
ち
が
地
産
地
消
で
新
し
い
一

品
を
目
指
し
て
い
る
中
で
、
子
供

た
ち
が
つ
く
っ
た
島
の
素
材
を
生

か
し
た
ア
イ
デ
ア
を
せ
っ
か
く
出

し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
な
く
、
三
宅

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
部
に
、

生
徒
・
児
童
た
ち
や
一
般
住
民
も

参
加
で
き
る
よ
う
な
、
ト
ッ
プ
画

面
に
そ
の
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
が
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
三
宅
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
い
た
と
き
に
、
住
民
コ
ー

ナ
ー
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
三
宅

小
・
中
の
子
が
ど
う
い
う
活
動
を

し
て
い
る
か
分
か
る
わ
け
で
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	

企
画
財
政
課
長

議
員
ご
提
言
の
内
容
を
伺
い
ま

す
と
、
幅
広
く
島
民
の
方
々
の
活

動
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
環
境
整
備
を
と
い
う

こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

環
境
整
備
の
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、
先
ほ
ど
教
育
課
長
も
お
話

し
し
た
と
お
り
リ
ン
ク
を
貼
る
で

す
と
か
、
あ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
す
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
議
員
の
ご
意
見
も
踏
ま
え

ま
し
て
内
部
で
効
果
的
な
方
法
を

研
究
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
三
宅

村
の
情
報
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
情
報
発
信
力
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

再

企
画
財
政
課
長
の
答
弁
で
、

新
年
度
予
算
の
編
成
時
期
で

す
の
で
、
そ
れ
を
併
せ
た
形
で
新

年
度
か
ら
そ
の
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー

が
で
き
れ
ば
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
１
つ
付
け
加
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
結
構
島
内
で
、
個

人
で
島
の
た
め
に
色
々
な
食
材
を

使
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
、
産
業
祭
で

も
そ
う
で
す
が
、
そ
の
場
限
り
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
村
が
前
向

き
に
取
り
入
れ
て
広
報
等
で
周
知

を
す
る
こ
と
で
島
民
は
よ
り
一
層

の
や
る
気
を
出
し
て
く
れ
る
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
行
政
と
し

て
も
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
は
な

く
て
、
今
後
も
継
続
的
に
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
ふ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
村
長
に
最
後
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答	

村
長

大
体
今
、
教
育
課
長
と
企
画
財

政
課
長
が
答
え
た
範
囲
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

し
ま
し
て
も
こ
の
後
調
整
を
し

て
、
そ
う
い
う
方
向
で
や
っ
て
い

き
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

は
も
う
誰
も
反
対
す
る
者
は
い
な

い
の
で
、
そ
う
い
う
方
向
で
進
む

べ
き
は
そ
れ
で
い
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
視
聴

者
の
食
い
つ
き
方
で
、
議
員
は
す

ご
く
褒
め
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど

も
、
ほ
か
の
も
の
の
評
価
と
か
学

校
自
体
の
評
価
も
勘
案
し
な
が
ら

調
整
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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沖
山
　
　
肇議

員

問

住
民
健
診
に
つ
い
て

村
で
は
今
現
在
、
住
民
の
健
康

維
持
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
健

診
と
各
種
専
門
医
療
が
実
施
さ
れ

て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
直
近
の
受
診
率
が
国
保

の
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
対
象
者

４
５
９
人
に
対
し
受
診
者
数
が
１

８
９
人
で
４１
・
２
％
の
受
診
率
。

あ
と
後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
健

康
診
査
は
対
象
者
４
４
５
人
に
対

し
て
受
診
者
数
が
１
５
５
人
、
こ

れ
数
字
で
い
く
と
３４
・
８
％
の
受

診
率
。

ま
た
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は

胃
が
ん
検
診
対
象
者
６
６
１
人
に

対
し
受
診
者
数
が
１
２
２
人
、
受

診
率
が
１８
・
５
％
。
肺
が
ん
検
診

対
象
者
１
，
５
３
６
人
に
対
し
て

受
診
者
数
が
４
０
１
人
、
受
診
率

が
２６
・
１
％
。
ま
た
、
大
腸
が
ん

検
診
対
象
者
数
が
１
，
５
３
６
人

に
対
し
て
受
診
者
数
４
５
３
人
、

受
診
率
が
２９
・
５
％
。
専
門
医
療

の
検
診
に
つ
い
て
は
非
常
に
受
診

率
が
低
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
村

と
し
て
受
診
率
の
向
上
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
関
し
て
早
期
予

防
医
療
の
観
点
か
ら
、
今
現
在
２

年
に
１
度
だ
と
思
い
ま
す
が
、
毎

年
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
考
え
は
な
い
の
か
を
伺
い
ま

す
。

答	

村
民
課
長

私
か
ら
は
国
民
健
康
保
険
の
特

定
健
診
、
そ
れ
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
の
健
康
診
査
に
関
し
て
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
と
い

た
し
ま
し
て
、
ま
ず
が
ん
検
診
と

同
日
に
実
施
す
る
こ
と
、
そ
れ
か

ら
健
診
の
実
施
会
場
は
こ
れ
ま
で

１
会
場
で
し
た
が
２
会
場
に
増
や

し
ま
し
て
、
受
診
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
健
診
の
案
内
、
そ
れ
か
ら
申

込
書
の
内
容
を
工
夫
し
て
見
や
す

く
す
る
な
ど
し
て
、
受
診
率
は
微

増
で
す
が
向
上
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
健
康
管

理
の
第
一
歩
と
捉
え
て
お
り
ま
し

て
、
今
後
も
受
診
率
向
上
に
努
め

ま
し
て
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

答	

福
祉
健
康
課
長

私
の
ほ
う
か
ら
は
受
診
回
数
の

増
の
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

早
期
予
防
医
療
の
観
点
か
ら
、

２
年
に
１
度
で
は
な
く
毎
年
度
受

診
で
き
る
よ
う
に
と
の
ご
提
言
で

す
が
、
本
村
で
は
科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
厚
生
労
働
省
の
が
ん
予
防

重
点
健
康
教
育
お
よ
び
が
ん
検
診

実
施
の
た
め
の
指
針
に
沿
っ
て
、

対
象
者
お
よ
び
受
診
間
隔
を
定
め

て
都
の
補
助
制
度
を
受
け
な
が
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
胃
が
ん
検

診
は
２
年
に
１
度
で
す
が
、
肺
が

ん
検
診
お
よ
び
大
腸
が
ん
検
診
は

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

福
祉
健
康
課
と
し
て
も
村
民
課

と
連
携
し
、
引
き
続
き
２
会
場
で

の
健
診
実
施
や
住
民
の
方
が
見
て

分
か
り
や
す
い
案
内
文
等
を
工
夫

し
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進

促
進
の
た
め
に
も
受
診
率
向
上
に

さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

再

先
ほ
ど
担
当
両
名
の
課
長
の

答
弁
で
、
受
診
率
向
上
に
努

め
よ
う
と
す
る
思
い
は
分
か
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
１
点
お
聞
き
し
ま

す
。今

現
在
、
各
種
住
民
健
診
の
案

内
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答	

村
民
課
長

今
現
在
、
各
種
住
民
健
診
の
案

内
を
ど
の
よ
う
に
周
知
を
行
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ま
ず
、
全
戸
配
布
し
て
お
り
ま
す

広
報
み
や
け
で
実
施
の
場
所
、
そ

れ
か
ら
日
時
等
の
お
知
ら
せ
を
し

て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
個
別
案
内
と
い
う
こ

と
で
、
対
象
者
に
対
し
ま
し
て
郵

送
で
申
込
書
と
併
せ
ま
し
て
ご
案

内
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

錆ケ浜港
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令
和
五
年
第
四
回
定
例
会
が
終
わ
り
、
今
年
は
こ
れ

で
全
て
の
定
例
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
四
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
目
に
見
え
な
い

敵
と
の
戦
か
ら
始
ま
り
、
世
界
中
の
人
々
の
生
活
や
行

動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
や

「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」
な
ど
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
耳
慣

れ
な
い
言
葉
に
戸
惑
い
、
議
会
傍
聴
や
議
員
島
外
視
察

な
ど
多
く
の
行
事
も
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
よ
う

や
く
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
、
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。

「
普
通
の
日
常
が
普
通
に
で
き
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
「
こ
の
大
切
さ
」
を
行
政
と

共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
島
も
含
め
、
今
年
は

「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

四
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長

　

佐
久
間　

正
文

編
集
後
記

議
長
報
告
書
令
和
５
年
８
月
２３
日
～
令
和
５
年
１１
月
２１
日

１
．出
張
関
係

令
和
５
年
９
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰

●
第
２
８
３
回
忌
絵
島
の
法
要
・
高
遠
城
下
ま
つ
り
出
席
（
長
野
県
伊
那
市
）

令
和
５
年
９
月
１４
日
㈯
、
１５
日
㈰

●
第
５１
回
小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ
り
、
小
金
井
三
宅
島
友
好
協
会
セ
レ
モ
ニ
ー
出
席

（
小
金
井
市
）

令
和
５
年
１０
月
２１
日
㈯
、
２２
日
㈰

●
第
２６
回
た
く
み
の
里
豊
楽
ま
つ
り
出
席
（
群
馬
県
み
な
か
み
町
）

令
和
５
年
１０
月
２３
日
㈪

●
第
３４
回
東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進
大
会
出
席
（
千
代
田
区
）

令
和
５
年
１０
月
２８
日
㈯

●
多
摩
東
京
移
管
１
３
０
周
年
記
念　

超
た
ま
ら
ん
博
出
席
（
立
川
市
）

令
和
５
年
１１
月
７
日
㈪

●
東
京
都
島
し
ょ
町
村
議
会
議
長
会
第
２
回
総
会
出
席
（
港
区
）

令
和
５
年
１１
月
８
日
㈬
、
９
日
㈭

●
令
和
５
年
度
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
先
進
町
村
議
会
調
査
出
席
（
鳥
取
県
琴
浦
町
）

令
和
５
年
１１
月
１０
日
㈮

●
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
第
１
回
臨
時
会
出
席
（
港
区
）

令
和
５
年
１１
月
１３
日
㈪

●
全
国
過
疎
地
域
連
盟
第
５５
回
（
令
和
５
年
度
第
２
回
）
総
会
出
席
（
千
代
田
区
）

２
．行
事
・
来
島
者
関
係　

令
和
５
年
９
月
１７
日
㈰

●
令
和
５
年
度
「
百
寿
祝
い
の
会
」
出
席

令
和
５
年
１１
月
１１
日
㈯

●
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
三
宅
島
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
レ
ー
ス
２
０
２
３
出
席

令
和
５
年
１１
月
１９
日
㈰

●
第
２４
回
三
宅
島
産
業
祭
出
席
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